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ドライバーの労働環境を
　　　　　改善する施設

ＭＦＬＰつくばみらい　完成
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要

（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　６月２７日　（金曜日）
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　三井不動産株式会社
　ロジスティクス本部ロジスティクス事業部
　茨城県つくばみらい市で開発を進めてきました
物流施設「ＭＦＬＰつくばみらい」が竣工いたし
ました。工場跡地を取得して開発したものであり、
常磐自動車道と首都圏中央連絡自動車道（圏央道）
が利用できる立地特性を生かし、広域配送と首都
圏などへの配送の両方に対応することが可能とな
ります。最寄り駅であるつくばエクスプレス（Ｔ
Ｘ）みどりの駅から徒歩圏内にあり、雇用確保に
も適しています。
　今回開発したのは５階建て延べ床約３万坪とな
るシングルランプの施設です。各階にトラックが
接車可能であり、１階の床荷重は通常を上回る２
ｔ／㎡とすることによって、幅広い倉庫ニーズに
応えられるようにしました。
　物流の未来像への挑戦を掲げた開発では、ト
レーラーとトラクターを連結したダブル連結トラ
ックが停車できるスペースを敷地内に確保してい
ます。また、ドライバーの労働環境の改善策とし
て、各階に休憩スペースを設けました。ランプ下
には別棟で「ドライバーラウンジ」も整備してお
り、人ほどがゆっくりとくつろげるような環境
を整えました。
　ＥＳＧ（環境・社会・企業統治）投資の一環で
ＥＶ充電器、屋根全面への太陽光パネル、人感セ
ンサ空調などを設置し、ＺＥＢ認証の最高ランク
を取得しました。デザイン性を取り入れたランプ
には照明を取り付け、夜間の視認性を高めていま
す。工場敷地内にもともとあった石碑や桜の木を
保存し、レガシーを次の世代に引き継ぐという新
たな試みにも取り組みました。
　１棟貸しとなる施設に入居するテナント企業の
ニーズも取り込み、施設内で部品組み立てを行え
るような用途変更も行っています。こうした事例
を今後も生かし、物流施設開発において企業の要
望を踏まえた柔軟な施設づくりに引き続き取り組
んでいきたいと考えています。

５階ラウンジ

ランプ下ドライバー休憩室

■建　物　名　称：ＭＦＬＰつくばみらい新築工事
■発　注　者：三井不動産株式会社
■設計・施工：ＪＦＥシビル株式会社
■建　設　地：茨城県つくばみらい市台番１他
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：ＲＣＳ造地上５階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
■工　　　期：年８月～年４月

写真提供：三井不動産、ＪＦＥシビル（撮影：エスエス、一部除く）

エントランス エントランスホール

ラ
ン
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延べ．万㎡大型マルチテナント倉庫
設計コンセプト

ブレース併用ラーメン構造採用し耐震性確保

災
害
時
最
大

時
間
稼
働
可
能
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

　施工のポイント　　　　　　　　　　　　３Ｒの強化でＳＤＧｓに貢献

（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月２７日　（金曜日）

　ＭＦＬＰつくばみらいは茨城県つくばみらい市に位置する５階建て延床
面積．万㎡の規模。シングルランプ、各階車路・バースを配置、最大
テナント対応を可能とする三井不動産ブランドを前面に押し出した大型マ
ルチテナント倉庫です。
　立地としては常磐道「谷田部ＩＣ」まで５．５㎞、圏央道「つくば中央
ＩＣ」まで．㎞の場所に位置し、都心と東北地方を結ぶ北関東の物流拠
点となります。
　構造形式はＲＣＳ造とし、ブレース併用ラーメン構造の耐震性に優れた
自社製品の二重鋼管座屈補剛ブレースを採用。ＢＣＰ対策としては災害時
に最大時間の稼働を想定した非常用発電機を計画し、事業の継続性を確
保しました。

　また、屋根全面に設置した太陽光パネルによりＣＯの削減を図り、そ
の他全館ＬＥＤ照明の実装や節水型機器の導入により環境負荷低減を試み
ています。沿道には地域に長年親しまれた桜の樹を保存・植樹し地域性に
も配慮しました。
　外装デザインは物流空間らしい伸びやかで明快なデザインを目指し、ラ
ンプ・車路の手摺で構成された５層の水平ラインを強調したファサードと
しました。内装デザインはつくばみらい市特有の自然を想起させるような
アクセントカラーを施設内に散りばめ、空間に変化と彩りを与えるデザイ
ンとなっています。

ＪＦＥシビル株式会社　建築事業部　設計部意匠グループ　中村　峻平

２階荷捌き場

２階倉庫フロア

外観西面
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事務所フロア 非常用自家発電設備

エレベーターホール ランプスロープ

外観南西面


